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電
化
発
祥
の
地
」
と
い
う
記

念
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
。こ

れ
は
昭
和
32
年
に
交
流

で
本
格
的
営
業
路
線
と
し
て

は
日
本
で
初
め
て
、
60
襌
の

電
気
と
し
て
は
世
界
で
初
め

て
、
敦
賀
〜
田
村
（
滋
賀
県
）

間
を
走
っ
た
記
念
に
建
て
ら

れ
た
も
の
で
す
。

当
時
、
最
新
技
術
の
交
流

機
関
車
が
敦
賀
駅
に
や
っ
て

来
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
、

敦
賀
駅
は
、
新
し
く
「
直
流
の

駅
」
と
し
て
出
発
し
ま
す
。

現
在
、
長
浜
〜
敦
賀
間

（
北
陸
本
線
）、
永
原
〜
敦
賀

間
（
湖
西
線
）
で
、
直
流
化
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
工
事
が
完
成
す
る
と
い

よ
い
よ
新
快
速
電
車
が
敦
賀

に
や
っ
て
来
ま
す
。

現
在
、
関
西
圏
が
「
直
流
」

電
気
を
、
北
陸
圏
が
「
交
流
」

電
気
を
使
用
し
て
、
列
車
を

動
か
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、「
直
流
」、「
交

流
」
の
両
方
を
使
用
で
き
る

特
急
電
車
以
外
の
、
直
流
電

気
を
使
用
す
る
関
西
圏
の
普

通
電
車
（
新
快
速
電
車
）
は
、

直
接
敦
賀
ま
で
来
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

鉄
道
の
歴
史
を
見
る
と
、

「
直
流
」
が
早
く
、
明
治
28
年

に
営
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

電
気
を
変
電
所
で
電
車
が
使

う
形
に
し
て
架
線
（
電
線
）
に

流
す
た
め
、
電
車
内
設
備
は

シ
ン
プ
ル
で
、
安
く
電
車
を

作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
反
面
、
変
電
所
が
多

く
必
要
に
な
る
た
め
、
地
上

設
備
に
は
コ
ス
ト
が
か
か
る

デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

北
陸
本
線
の
建
設
時
に

は
、
変
電
所
の
建
設
費
や
そ

れ
に
伴
う
人
件
費
な
ど
の
コ

ス
ト
を
考
慮
し
て
、「
交
流
」

が
採
用
さ
れ
た
の
で
す
。

「
交
流
」
が
採
用
さ
れ
た
理

由
が
も
う
一
つ
あ
り
ま
す
。

当
時
、
旧
国
鉄
は
「
東
海
道

新
幹
線
」
を
建
設
す
る
計
画

直
流
化
に
な
っ
て
、
新
快

速
電
車
が
来
る
と
ど
う
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。

一
番
大
き
い
の
は
、
関
西

圏
と
の
ア
ク
セ
ス
が
良
く
な

る
こ
と
で
す
。

現
在
の
運
行
で
想
定
す
る

と
、
お
よ
そ
１
時
間
に
１
本
、

関
西
方
面
に
向
か
う
新
快
速

電
車
が
走
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
料
金
も
普
通
料
金

で
行
け
る
こ
と
に
な
り
、
特

一
方
で
、
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ア
ク
セ
ス
が
良
く
な
る
こ

と
で
、
今
ま
で
敦
賀
市
内
で

買
い
物
な
ど
を
し
て
い
た
人

達
も
、
京
都
や
大
阪
に
行
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
が
心
配
さ
れ
て
い
る

「
ス
ト
ロ
ー
化
現
象
」
で
す
。

こ
れ
は
交
通
ア
ク
セ
ス
が
良

く
な
れ
ば
良
く
な
る
ほ
ど
、

起
こ
る
現
象
で
、
こ
れ
が
進

む
と
敦
賀
市
内
の
経
済
活
性

化
の
足
か
せ
に
な
る
可
能
性

も
含
ん
で
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
の
直
流
化

を
敦
賀
市
の
大
き
な
変
化
と

考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

私
達
と
同
じ
よ
う
に
、
関

西
方
面
か
ら
も
新
快
速
電
車

を
利
用
し
て
、
気
軽
に
敦
賀

へ
来
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
り
ま
す
。

敦
賀
は
、
古
く
か
ら
大
陸

と
の
貿
易
や
北
前
貿
易
の
拠

点
で
あ
り
、
ま
た
明
治
か
ら
は

国
際
貿
易
港
と
し
て
、
地
域

や
人
種
に
関
係
な
く
交
流
し

て
来
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

関
西
方
面
と
の
積
極
的
な

相
互
の
交
流
を
行
い
、
お
互

い
の
良
い
と
こ
ろ
を
共
有
で

き
た
と
き
、
こ
の
Ｊ
Ｒ
直
流

化
が
成
功
に
な
る
の
で
す
。

次
号
で
は
、「
直
流
化
工
事
が
始
ま
る
少
し
前
の
話
」
を
紹
介
し
ま
す

運行計画（想定） 運賃比較（想定） を
進
め
て
い
ま
し
た
。

新
幹
線
は
、
大
き
な
電
力

が
必
要
な
の
で
、「
交
流
」
が

適
し
て
い
た
の
で
す
。

し
か
し
、
交
流
に
対
す
る

実
際
の
デ
ー
タ
が
な
か
っ
た

た
め
、
北
陸
本
線
を
交
流
電

化
し
、
そ
の
デ
ー
タ
を
収
集

し
て
、
新
幹
線
建
設
の
資
料

と
し
て
活
用
し
た
の
で
す
。

元
々
、
敦
賀
第
二
機
関
区

が
あ
っ
た
場
所
（
現
在
の
敦

賀
運
転
派
出
）
に
は
、「
交
流

急
料
金
の
約
２
／
３
で
行
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
た
め
、
急
ぐ
と
き
は

特
急
を
使
い
、
安
く
行
き
た

い
と
き
は
新
快
速
で
、
と
い

う
選
択
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
の
で
す
。

西
日
本
鉄
道
O
B
会
敦
賀
支
部

監
修

時間比較（想定）

シリーズ　ＪＲ直流化　～新快速がやってくる！～ Vol.1
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敦敦
賀賀
市市
のの
財財
政政
はは
市市
民民
のの
皆皆
ささ
んん
にに
納納
めめ
てて
いい
たた
だだ
いい
てて
いい
るる

税税
金金
やや
国国
かか
らら
のの
補補
助助
金金
なな
どど
のの
収収
入入
でで
成成
りり
立立
ちち
、、
よよ
りり
よよ
いい

市市
民民
生生
活活
のの
たた
めめ
にに
使使
わわ
れれ
てて
いい
まま
すす
。。
そそ
のの
歳歳
入入
（（
収収
入入
））
とと

歳歳
出出
（（
支支
出出
））
なな
どど
のの
状状
況況
をを
おお
知知
らら
せせ
しし
まま
すす
。。

平平
成成
1177
年年
度度
のの
歳歳
入入
とと
歳歳
出出
はは
、、
５５
月月
3311
日日
でで
締締
めめ
切切
らら
れれ
まま

すす
のの
でで
、、
各各
会会
計計
とと
もも
未未
収収
、、
未未
払払
いい
をを
残残
しし
てて
いい
まま
すす
。。

 

 

歳入の51％は、市税で支えら

れています。続いて、国庫支出

金、市債の順になっています。

歳出は、民生費が最も多く、

続いて、土木費、教育費、総

務費の順になっています。

一般会計は、市の中心となる会計で、
その歳入や歳出もさまざまな分野にわ
たっています。

一般会計

企　業　会　計

特　別　会　計

企業会計とは、会社の形で運営されており、病院や上水道があります。

特別会計とは、特定の事業について設けられた会計で、事業ごとの予算になっています。

用語解説

●
市
　
　
　
税

●
国
庫
支
出
金

●
市
　
　
　
債

●
諸
　
収
　
入

●
県
支
出
金

個
人
や
事
業
所
に
か
か
る
税
金
で
、
市
に
納
め
ら
れ
る
も
の

国
か
ら
の
負
担
金
や
補
助
金
な
ど

市
が
借
り
入
れ
た
お
金

預
金
の
利
子
や
貸
付
金
の
元
利
収
入
な
ど

県
か
ら
の
負
担
金
や
補
助
金
な
ど

□民生費
お年寄りや障害者、子ど
もたちを支えました。

□土木費
道路や住宅、公園などを
整備しました。

□教育費
学校教育や生涯学習、文
化、スポーツを振興しま
した。

□総務費
戸籍事務や市の内部管理
などを行いました。

□衛生費
皆さんの健康を支え、環
境美化を推進しました。

□公債費
市が借り入れたお金の返
済を行いました。

＜項目の内容＞

ブックスタート事業

問合せ　財政課　　蕁２２ー８１０４

中央児童クラブ



敦
賀
市
で
は
、
65
歳
以
上
の

高
齢
者
数
が
一
万
四
千
人
を
超

え
、
高
齢
化
率
は
20
％
を
超
え

ま
し
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
今

後
は
団
塊
の
世
代
（
昭
和
22
年

〜
24
年
生
ま
れ
）
が
、
高
齢
者

の
仲
間
入
り
を
し
、
高
齢
化
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
制
度
の
普
及

や
要
介
護
者
の
割
合
の
高
い

75
歳
以
上
の
高
齢
者
数
が
増
え

て
い
る
こ
と
に
伴
い
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
総
費
用
額
が
、
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。（
表
１
）

介
護
保
険
の
財
源
は
、
国
、

県
、
市
の
負
担
金
や
皆
さ
ん
の

保
険
料
、
利
用
者
負
担
金
で
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。（
表
２
）

介
護
保
険
で
は
、
こ
れ
ま
で

平
成
12
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
介
護
保
険
制
度
は
、
今
年
で
７
年
目
を

迎
え
ま
す
。
高
齢
化
社
会
が
進
み
、
介
護
を
必
要
と
す
る
方
も
増
加
し

て
い
る
今
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
制
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。

低
所
得
者
の
方
を
対
象
と
し
た

減
免
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
方
は
、
減
免
の
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
請
は
年

度
ご
と
に
必
要
で
す
の
で
、
前
年

度
申
請
さ
れ
た
方
も
再
度
申
請
が

必
要
に
な
り
ま
す
。）

①
〜
⑥
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
方

①
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

②
本
人
と
ご
家
族
の
前
年
収
入
の

合
計
額
が
、次
の
額
以
下
で
あ
る
。

・
１
人
世
帯
の
場
合

１
１
０
万
円
以
下

・
２
人
世
帯
の
場
合

１
７
０
万
円
以
下

※
世
帯
員
が
１
人
増
え
る
ご
と

に
60
万
円
を
加
算

③
市
民
税
が
課
さ
れ
て
い
る
方
に

扶
養
さ
れ
て
い
な
い
。

④
市
民
税
が
課
さ
れ
て
い
る
方
と

生
計
を
共
に
し
て
い
な
い
。

⑤
資
産
を
活
用
し
て
も
な
お
生
活

が
困
窮
し
て
い
る
状
態
に
あ
る
。

⑥
預
貯
金
等
の
額
が
、
１
世
帯
で

３
５
０
万
円
、
世
帯
員
が
１
人

増
え
る
ご
と
に
１
０
０
万
円
を

加
算
し
た
額
以
下
で
あ
る
。

減
免
内
容

第
１
段
階
（
生
活
保
護
受
給
者
を

除
く
）
・
第
３
段
階
の
方
の
保
険
料

を
減
額
（
詳
細
は
、
７
月
中
旬
に
発

送
予
定
の
額
決
定
通
知
書
に
同
封

す
る
「
介
護
保
険
料
減
免
申
請
の

お
知
ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

減
免
内
容

第
１
段
階
（
生
活
保
護
受
給
者
を

除
く
）
・
第
２
段
階
・
第
３
段
階
の

方
で
減
免
対
象
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
た
場
合
、
１
割
の
利
用
者
負
担
額

を
さ
ら
に
２
分
の
１
に
減
額

減
免
対
象
サ
ー
ビ
ス

訪
問
介
護
・
訪
問
看
護
・
訪
問
入

浴
介
護
・
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
・
通
所
介
護
・
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン

※
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
含
み
ま
す
。

※
利
用
料
の
減
免
は
、
申
請
月
か

ら
対
象
と
な
り
ま
す
。

長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係
（
市
役

所
１
階
７
番
窓
口
）
ま
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
来
庁
が
困
難
な

場
合
は
、
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

平
成
18
年
７
月
１
日
〜

残
り
９
万
円
は
、
保
険
者

で
あ
る
市
が
支
払
い
ま
す
。

制
度
と
し
て
は
、
医
療
保

険
制
度
と
同
じ
シ
ス
テ
ム
を

取
っ
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
財
源
は
、
次
の
と
お

り
に
な
り
ま
す
。

の
利
用
実
績
と
今
後
の
利
用
予

測
に
基
づ
き
３
年
に
一
度
、
保

険
料
を
見
直
し
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
も
保
険
給
付
は
増
加
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
、
保
険
料
の

増
額
が
避
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

し
た
。

も
し
も
、
10
万
円
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場

合
、
１
万
円
は
利
用
者
負
担

と
し
て
本
人
が
支
払
い
ま

す
。（
１
割
負
担
）

問
合
せ
　
　
長
寿
福
祉
課
　
蕁
２
２
ー
８
１
８
０

６５歳以上の人の段階別保険料

今
回
の
見
直
し
に
よ
り
変
更

さ
れ
る
の
は
、
65
歳
以
上
の
方

の
保
険
料
基
準
額
で
す
。

現
在
の
金
額
で
あ
る
平
成
15

年
度
か
ら
平
成
17
年
度
ま
で
の

基
準
年
額
３
７,
２
０
０
円
が

平
成
18
年
度
か
ら
平
成
20
年
度

ま
で
の
３
年
間
に
つ
い
て
、
年

４
８,
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

こ
の
基
準
額
を
も
と
に
、
所

得
に
応
じ
て
次
の
ペ
ー
ジ
の
と

お
り
、
段
階
別
保
険
料
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
今
回
の
改
正
で
は
、

よ
り
負
担
能

力
の
低
い
方

に
配
慮
し
た

保
険
料
の
段

階
を
設
け
ま

し
た
。

敦
賀
市
の
保
険
料
は
、
他

の
地
域
と
比
べ
て
、
高
い
の

で
し
ょ
う
か
？

今
回
の
保
険
料
の
改
正
は

全
国
的
に
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
65
歳
以
上
の
方
の
保
険

料
に
つ
い
て
、
福
井
県
平
均

基
準
年
額
は
４
９,
５
３
６

円
、
全
国
平
均
基
準
年
額
は

４
９,
０
８
０
円
に
な
っ
て
い

ま
す
。

敦
賀
市
の
保
険
料
基
準
額

は
、
４
８,
０
０
０
円
と
な
っ

て
お
り
、
県
・
国
の
平
均
よ

り
も
、
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
度
介
護
保
険
料

額
決
定
通
知
書
お
よ
び
納
入

通
知
書
は
、
７
月
中
旬
に
お

届
け
す
る
予
定
で
す
の
で
、

保
険
料
の
納
付
に
つ
き
ま
し

て
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
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あなたが写っていたらご連絡ください。
写真を差し上げます。

広報広聴課　
２２ー８１１２

きらめきみなと館で「親子のフェスティバル」
が行われました。このイベントは、親子・仲
間・地域とのふれあいをモットーに毎年開催さ
れており、今年で24回目になります。

開会式のストレッチ体操に始
まり、早翠幼稚園児や松原保育
園児の踊り、タイコキッズの発
表など、子ども達が大活躍。各
コーナーでは、はた織り体験や
写真シールの製作、おもちゃ病
院などが設けられ、どのコーナ
ーも終日たくさんの親子で賑わ
いました。

小学生が田植えや稲刈りを体験する「田んぼの学校」
が行われました。今年は3日間に分けて4つの小学校
が参加。この日は、松原小学校5年生の児童67人が、
山区の黒河農村ふれあい会館近くの田んぼ（約3アー
ル）に、コシヒカリの苗を植えました。
最初は、泥に足を入れる感触に「キ

ャー、ウァー」と歓声を上げていた子
ども達。約１時間の体験が終わる頃に
は、「気持ちいい～。もうちょっとや
りたい。」と、田植えを十分に楽しん
でいました。今後は、肥料の散布や稲
刈り、収穫祭を行い、お米について学
習していきます。

泥んこになりながら田植えをする松原小の子ども達

総合運動公園で、子育て総合支援センター主催の「わ
んぱくハイキング」が行われ、未就園児の親子130組が
参加しました。
最初に、アンパンマン体操で体

を動かした子ども達は、パパやマ
マに手を引かれながらハイキング
をスタート。途中で、サーキット
遊びや宝探しをして楽しんだ後、
最後に鯉にえさをあげました。こ
の日は、遠足に来ていた保育園児
もおり、運動公園内をたくさんの
子ども達が駆け回っていました。

足踏んでる～！

はた織りを体験中 ドライアイスに興味津々の子どもたち

5月12日の看護の日にちなんで、ポー・トンで「看護フ
ェスタ2006」が開催されました。今年は、初めて市立敦賀
病院、国立病院機構福井病院、敦賀温泉病院の合同で開催
されました。今年のテーマは「めざ
せ健康長寿」。会場では、骨密度や体
脂肪などの計測、栄養相談や薬に関
する相談、介護保険制度などの福祉
相談のコーナー、ＡＥＤの体験コー
ナー、健康な生活を送るための講座
が開かれました。会場は、熱心に身
体について相談する人で、長い行列
ができていました。

お宝に向かって一目散の子ども達 何が見える～？

看護師の説明を真剣に聞く参加者 心臓マッサージを体験

環境月間に合わせ、市民総ぐるみ環境美化
運動「クリーンアップふくい大作戦」が行わ

れました。地元住民、関係団
体、中・高校生など約1,200
人が清掃に参加した松原海岸
では、出発式の後、9時に花
城海岸をスタート。ゴールの
松原海岸駐車場に向かって、
吸い殻や紙くずなど、様々な
ごみを拾いました。参加者は
汗ばむ陽気の中、一生懸命作
業を行いました。

一斉に松原海岸を清掃する多くの参加者ゴミはないかな～

機
関
車
公
園
の
愛
称
で
親
し
ま

れ
て
い
る
本
町
第
３
公
園

が
、
今
春
新
し
く
生
ま
れ
変

わ
り
ま
し
た
。
こ
の
公
園
に

は
、
昭
和
46
年
ま
で
小
浜
線

で
活
躍
し
て
い
た
C
58
型
蒸

気
機
関
車
を
以
前
か
ら
設
置
。

公
園
の
目
玉
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

今
回
新
し
く
な
っ
た
公
園
は
、

機
関
車
の
イ
メ
ー
ジ
を
大
切
に
、

園
内
に
は
枕
木
を
使
っ
た
歩
道

や
、
機
関
車
に
見
立
て
た
腰
掛
け

を
設
置
。
公
園
の
主
役
の
機
関
車

も
全
面
塗
装
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
屋
根
付
き
休
憩
所
や
幼

児
で
も
遊
べ
る
遊
具
な
ど
が
あ

り
、
隣
に
あ
る
子
育
て
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
親
子
連
れ

が
、
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
た
く
さ

ん
遊
び
に
来
て
い
ま
す
。

敦
賀
で
唯
一
S
L
の
あ
る
公
園

子育て総合支援センター横にある本町
第3公園。後ろに見えるのがSLです。

新しい遊具で遊ん
でいま～す9
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●と　き 7月14日 16時～　 開会式
7月15日 ～17日 競　技
7月18日 予備日

●ところ 開会式：総合運動公園野球場
（雨天時は同体育館）

競　技：総合運動公園野球場
きらめきスタジアム

●参加チーム
全国各支部の実業団男子32チーム

蕁

市では敦賀市を紹介するため、2年ごとに市
勢要覧を発刊しています。
今回の市勢要覧は、海をイメージして全体

を青色に統一しました。巻頭特集では、“つる
が大使”香西かおりさんと河瀬市長との対談
を掲載。また、10月21日開業のJR直流化の
特集や、敦賀の歴史、観光、まちづくりの将
来像などを掲載しています。
次のとおり頒布していますので、希望の方

はお買い求めください。

頒布価格　2,000円

頒布場所　
広報広聴課
蕁22ー8112

さわやかな青空の下「こどもの国 春まつり」が行わ
れ、会場はたくさんの親子連れで賑わいました。外の広
場には、ウサギやロバなど可愛い動物がたくさんいる
「ミニ動物園」や、輪投げ、ストラックアウトといった
ゲームコーナーなどが設置。特に、ポニーの乗馬体験は
大人気で、長い行列ができていました。

二夜の川の美化運動に取り組んでいる「二夜の川を美
しくする会」による鯉の放流が、松島第4公園（通称鯉
公園）で行われました。この活動は、宅地の増加などで
水が汚れた二夜の川をきれいにしようと昭和60年に始め
られ、今年で21回目。この日は、絶好の五月晴れの下、
集まった親子連れらが体長50センチほどの鯉約80匹を
放流しました。

今年 4 月に市の無形民俗文化財に指定された
「沓見御田植

く つ み お た う え

祭」が、沓見区の信露貴彦
し ろ き ひ こ

神社と久豆弥
く つ み

神
社一帯で行われました。両神社では、子ども達が見事
な王の舞や獅子舞を奉納。また、神社までの道のりで
は、伝統衣装に身を包んだ数十人の行列が、笛や太鼓
の音とともに「ヤホーハイヤー」と威勢のいい声をあ
げて集落内を練り歩きました。

3、4日の両日、駅前通り周辺で「炎と銀河フェステ
ィバル」が行われました。今年は新たに「白銀宿場」
と銘打って、駅前駐車場に敦賀・若狭の特産品などの
ブースを設置。天候にも恵まれ、2日ともたくさんの
人で賑わいました。またクライマックスの4日夜には、
迫力ある火みこしと約200本のたいまつで、駅前商店
街が炎で幻想的に照らされました。

55// 55 ここどどもものの国国 春春ままつつりり 55// 33 二二夜夜のの川川・・鯉鯉のの放放流流

55// 55 沓沓見見御御田田植植祭祭 55// 33～～44 炎炎とと銀銀河河フフェェスステティィババルル

ゴールデンウィークに市内で行われた
イベントを紹介します。
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10
月
21
日
か
ら
の
J
R
直
流
化
開
業
に

向
け
て
、
譖
敦
賀
観
光
協
会
で
は
「
遊
敦

塾
」
を
創
設
し
ま
す
。

遊
敦
塾
と
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
、「
敦

賀
で
遊
ぶ
塾
」。
敦
賀
な
ら
で
は
の
様
々
な

体
験
講
座
（
自
然
体
験
、
歴
史
探
訪
、
伝

統
行
事
参
加
な
ど
）
を
、
県
内
外
の
方
に
、

塾
生
と
な
っ
て
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

塾
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
遊
び
な
が
ら
敦

賀
を
学
ん
で
も
ら
い
、
何
度
も
通
う
こ
と

で
「
敦
賀
の
達
人
」
に
な
っ
て
い
た
だ
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
元
の
皆
さ
ん
に
は
、
そ
う
し

た
方
々
を
お
も
て
な
し
の
心
を
も
っ
て
受

け
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
多
く
の
旅
人
が
何
度
も
訪
れ
た
い
敦

賀
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

今
夏
に
は
、
遊
敦
塾
の
創
設
記
念
フ
ォ

ー
ラ
ム（
仮
）
を
行
う
予
定
で
す
。
各
講
座
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
日
程
な
ど
は
、
順
次
案
内
し

て
い
き
ま
す
。

皆
様
の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

遊敦塾の創設に伴い、その顔ともなる「シンボルマーク」を募集します。

コンセプト 遊敦塾創設を記念し継続的に使用するシン
ボルマーク

応募資格 年齢等の制限はありません。

募集期間 6月20日 ～7月10日 （当日消印有効）
※期間を過ぎて到着・受信したものは無効

応募方法 作品に対する制作意図、応募者氏名、住所、
電話・FAX番号、メールアドレス、年齢、性
別を必ず明記の上、A4サイズで作成し、送
付してください。
※インターネットからも応募可能です。
【ＵＲＬ】http://www.tsuruga.or.jp/
［形式：gifまたは jpg］［容量：1.5ＭＢ以内］

※１人１点のみの応募とします。
選考方法 審査委員会により、厳正なる審査の上、選考

決定します。

賞 最優秀賞　1名〈賞状と副賞（10万円）〉
優秀賞　　1名〈賞状と副賞（ 3 万円）〉
佳作　　　数点〈敦賀の特産品〉

発　表 8 月上旬に入賞者本人に通知する他、ホームペ
ージ、報道機関にて発表します。

その他 (1) 最優秀作品は、遊敦塾のシンボルマークと
して遊敦塾のイメージ浸透・広報活動に使
用します。

（2）入賞作品に関する著作権、その他の権利は
敦賀観光協会に属します。

(3) 応募作品は返却しません。
(4) 採用作品は必要に応じ、修正・補正をする
場合があります。

(5) プロの方の応募は遠慮ください。
(6) 他で使用された作品の応募はできません。
(7) 審査についての問合せは応じられません。

応募先・問合先　譖敦賀観光協会

〒914-0051 敦賀市本町２丁目１番20号

蕁22-8167

〜
敦
賀
で
遊
ぶ
、
学
ぶ
、
そ
し
て
敦
賀
の
達
人
へ
〜

● 突然の電話連絡！…オレオレ詐欺
【対策】振り込む前に必ず当事者や家族

に確認し、警察に相談を。

● 突然の督促電話や督促状！…架空請求詐欺
【対策】利用していなければ、一切無視。

住所や名前を聞かれても言わない。
発送が裁判所である書類が届いた場合は
身に覚えが無くても必ず警察に相談を。

あなたを狙う、

● 突然の甘い話！…融資保証金詐欺
【対策】不審な振り込み要求は、振り

込む前に警察に相談を。

まず、落ちついて
まず、警察安全相談へ

敦賀警察署生活安全課
蕁25－0110

食
や
金
融
、
裁
判
員
制
度
に
つ
い

て
知
識
の
幅
を
広
げ
ま
せ
ん
か
。

と

き

７
月
14
日
貊
〜
平
成
19
年

２
月
９
日
貊
の
各
月
１
回

（
計
８
回
）

13
時
30
分
〜
15
時

と
こ
ろ

プ
ラ
ザ
萬
象
ほ
か

対
　
象

市
内
在
住
の
方
40
人

受
講
料

無
料

申
込
み

６
月
27
日
貂
８
時
30
分
〜

電
話
ま
た
は
F
A
X
で

受
付
（
先
着
順
）

問
合
せ
・
申
込
先

生
活
防
災
課

蕁
22
・
８
１
１
５
薨
21
・
８
６
８
２

法
律
問
題
を
は
じ
め
、
日
頃
暮
ら

し
の
中
で
困
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
、
弁
護
士
や
金
融
の
専
門
家
な
ど

が
お
応
え
し
ま
す
。

と
　
き

７
月
２
日
豸
10
時
〜
13
時

と
こ
ろ

あ
い
あ
い
プ
ラ
ザ

相
談
料

無
料

問
合
せ

福
井
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

蕁
０
７
７
６
・
21
・
５
９
２
９

入
居
資
格

▼
一
般
住
宅

市
内
に
住
所
を
有
し
、
現
に
同
居

し
、
ま
た
は
同
居
す
る
親
族
が
あ

り
、
世
帯
収
入
が
一
定
基
準
以
下

で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
他
の

条
件
を
満
た
す
方

▼
単
身
者
専
用
住
宅

市
内
に
住
所
を
有
し
、
60
歳
以
上

の
方
ま
た
は
障
害
の
程
度
が
１
級

〜
４
級
の
身
体
障
害
者
等
の
方

で
、
収
入
が
一
定
基
準
以
下
で
あ

る
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
他
の
条
件

を
満
た
す
方

申
込
み

７
月
３
日
豺
〜
７
日
貊
に
、
所
定

の
申
込
書
で
建
築
住
宅
課
へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
申
込
用
紙
は

６
月
26
日
豺
か
ら
交
付
し
ま
す
）

抽
選
日

７
月
下
旬
（
予
定
）

入
居
開
始
日

８
月
上
旬
予
定

※
抽
選
後
、
当
選
者
に
会
場
で
説

明
し
ま
す
。

▼
平
成
17
年
分
の
収
入
が
分
か
る
も

の
（
源
泉
徴
収
票
等
）
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
平
成
17
年
１
月
か
ら
申
込
日
ま
で

に
勤
務
先
を
変
更
さ
れ
た
方
、
ま

た
は
結
婚
予
定
等
の
事
情
の
あ
る

方
は
必
ず
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

▼
平
成
18
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入

さ
れ
た
方
は
、
申
し
込
み
を
さ
れ

る
ま
で
に
前
住
所
地
で
の
所
得

（
課
税
）
証
明
書
を
用
意
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
　
建
築
住
宅
課蕁

22
・
８
１
４
０

貉

豸

当
館
の
館
蔵
品
の
中
か
ら
、
郷
土
ゆ
か

り
の
画
家
の
作
品
を
は
じ
め
、
夏
に
ち
な

ん
だ
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

貉

貉

さ
ま
ざ
ま
な
資
料
に
描
か
れ
、
か
た

ど
ら
れ
た
、
小
さ
な
虫
た
ち
の
世
界
に

焦
点
を
あ
て
て
紹
介
し
ま
す
。
虫
の
玩

具
な
ど
も
併
せ
て
展
示
し
ま
す
。

両
展
示
と
も
、

休
館
日

毎
週
月
曜
日

※
７
月
17
日

（
海
の
日
）
は
開
館
し
、
18
日

に
休
館
し
ま
す
。

開
館
時
間
　
10
時
〜
17
時

（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）

入
場
料

一
般
　
　
　
　
２
０
０
円

高
校
生
・
小
中
学
生

50
円

問
合
せ
　
市
立
博
物
館

25
・
７
０
３
３

７月３日豺～３１日豺
市役所市民ホール

じっせんきゅうこう

り は く し

ろ せ ん し 宮下
みやした

香嶺
こうれい
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と
　
き

７
月
28
日
貊

12
時
20
分
〜
55
分

と
こ
ろ

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

出
演
者

ベ
ル
フ
レ
ン
ズ

曲
　
目

螫
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

「
ベ
ル
を
鳴
ら
そ
う
」

螫
四
季
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

「
春
の
小
川
」
ほ
か

螫
世
界
の
愛
唱
歌

「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」
ほ
か

螫
懐
か
し
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

「
ど
ん
ぐ
り
こ
ろ
こ
ろ
」
ほ
か

螫
夢
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

「
星
に
願
い
を
」
ほ
か

螫
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

「
敦
賀
市
歌
」

問
合
せ

文
化
課
蕁
22
・
８
１
５
２

坂
井
市（
旧
三
国
町
）生
ま
れ
の
、

世
界
で
活
躍
し
て
い
る
指
揮
者
小
松
こ
ま
つ

長
生

ち
ょ
う
せ
い

氏
と
、
大
阪
シ
ン
フ
ォ
ニ
カ

ー
交
響
楽
団
に
よ
る
演
奏
会
で
す
。

歌
劇
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」
序
曲
、

G
線
上
の
ア
リ
ア
な
ど
、
初
夏
の
一

時
を
楽
し
い
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
で

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と
　
き

７
月
９
日
豸

開
場
15
時
開
演
15
時
30
分

と
こ
ろ

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

入
場
料
　
一
般
　
３,
０
０
０
円

学
生
　
１,
０
０
０
円

問
合
せ
　
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

蕁
25
・
５
１
２
５

15

と
　
き

７
月
１
日
貍
13
時
〜
受
付

と
こ
ろ

き
ら
め
き
み
な
と
館

対
　
象▼

平
成
19
年
３
月
卒
業
予
定
の

大
学
・
短
大
・
高
専
・
専
門

学
校
の
学
生

▼
平
成
19
年
３
月
卒
業
予
定
の

高
校
生
の
保
護
者

問
合
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
敦
賀

蕁
22
・
４
２
２
０

市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と

な
る
総
合
計
画
を
改
訂
す
る
た
め
、

総
合
計
画
審
議
会
の
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

対
　
　
象

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方
で
、

ま
ち
づ
く
り
な
ど
敦
賀
の
将
来
に

高
い
関
心
が
あ
り
、
会
議
に
出
席

で
き
る
方

募
集
人
員

６
人
程
度

任
　
　
期

平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で

活
動
内
容

総
合
計
画
に
関
す
る
意
見
の
提
出

お
よ
び
交
換

応
募
方
法

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
意
見
（
８

０
０
字
程
度
）を
、
直
接
持
参
、
送

付
（
当
日
消
印
有
効
）、
ま
た
は
メ

ー
ル
に
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電

話
番
号
、
市
の
審
議
会
等
委
員
の

委
嘱
を
受
け
て
い
る
方
は
、
そ
の

審
議
会
等
の
名
称
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

募
集
締
切

７
月
10
日
豺

問
合
せ
・
応
募
先

〒
９
１
４
・
８
５
０
１

敦
賀
市
中
央
町
２
丁
目
１
ー
１

企
画
調
整
課

蕁
22
・
８
１
１
１

E
メ
ー
ル

kikaku@
ton21.ne.jp

2006 広報つるが 7月号

 

 

 

移
動
図
書
館
「
な
か
よ
し
号
」
の
巡

回
終
了
に
代
わ
る
新
た
な
サ
ー
ビ
ス

の
１
つ
と
し
て
、
粟
野
公
民
館
２
階
に

図
書
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。

図
書
コ
ー
ナ
ー
に
置
い
て
あ
る
本

は
、
絵
本
、
児
童
書
、
一
般
書
な
ど

お
よ
そ
２,
５
０
０
冊
。
雑
誌
６
誌
、

新
聞
３
紙
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

利
用
時
間
は
９
時
〜
17
時
で
、
図

書
館
で
借
り
た
本
の
返
却
、
本
の
予

約
な
ど
も
で
き
ま
す
。

開
設
日
の
５
月
19
日
に
は
、
近
く

の
黒
河
保
育
園
の
年
長
さ
ん
16
人
が

早
速
訪
問
。
た
く
さ
ん
の
絵
本
の
中

か
ら
、
自
分
の
お
目
当
て
の
本
を
探

し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
粟
野
公
民
館
に
加
え
、
小

学
校
や
老
人
施
設
な
ど
市
内
22
カ
所

に
も
図
書
を
配
置
し
ま
し
た
。
今
後

も
さ
ら
な
る
図
書
の
利
用
増
進
に
努

め
て
い
く
予
定
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
、
新
し
い
図
書
コ
ー

ナ
ー
を
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

粟
野
公
民
館
　
蕁
22
・
０
９
０
２

図
書
館
　
　
　
蕁
22
・
１
８
６
８ 開設日に訪れた黒河保育園の年長さん

粟野公民館２階に開設した図書コーナー
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７
月
１
日
か
ら
、
敷
地
内
を
全
面

禁
煙
に
い
た
し
ま
す
。

患
者
さ
ん
な
ら
び
に
市
民
の
皆
さ

ん
の
健
康
維
持
、
増
進
を
第
一
に
考

え
、
平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
館
内

全
面
禁
煙
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

さ
ら
に
進
め
て
敷
地
内
を
全
面
禁
煙

に
い
た
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ

市
立
敦
賀
病
院
総
務
課

蕁
22
・
３
６
１
１

2006 広報つるが 7月号 162006 広報つるが 7月号

◎
第
二
講
　
災
害
の
記
憶

ー
敦
賀
・
出
村
で
む
ら

町
の
成
立
譚だ
ん

を
め
ぐ
っ
て
ー

と
　
き

７
月
22
日
貍

14
時
〜
15
時
45
分

講
　
師
　
佛
教
大
学
助
教
授

渡
邊

わ
た
な
べ

秀
一
ひ
で
か
ず

氏

と
こ
ろ
　
市
立
図
書
館

定
　
員
　
１
０
０
人（
当
日
先
着
順
）

問
合
せ
　
気
比
史
学
会（
糀
谷
）

蕁
22
・
３
６
３
２

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
水
の
事
故

か
ら
尊
い
人
命
を
守
る
た
め
、
救
助

法
や
心
肺
蘇
生
法
な
ど
、
実
技
を
中

心
と
し
た
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

と
　
き
　
７
月
７
日
貊
〜
９
日
豸

９
時
〜
18
時

と
こ
ろ
　
総
合
運
動
公
園
プ
ー
ル

対
　
象
　
18
歳
以
上
の
健
康
な
人

内
　
容
　
泳
ぎ
の
基
本
、
溺
者
救
助
、

水
の
事
故
防
止
、
心
肺
蘇

生
法

受
講
料

無
料

※
教
材
費
１,
５
０
０
円
は

個
人
負
担

申
込
締
切
　
７
月
５
日
貉

問
合
せ

福
祉
保
険
課
日
赤
係

蕁
22
・
８
１
１
８

子
ど
も
の
遊
ば

せ
方
、
病
気
・
応

急
処
置
な
ど
、
子

育
て
に
関
し
て
の
知
識
・
技
能
を
習

得
し
ま
す
。
ま
た
、
保
育
実
習
も
行

い
ま
す
。

と
　
き

７
月
11
日
貂
〜
20
日
貅

９
時
〜
15
時（
15
日
〜
18
日

を
除
く
６
日
間
）

と
こ
ろ

粟
野
公
民
館

対
　
象
　
子
育
て
に
関
心
の
あ
る

55
歳
〜
65
歳
未
満
の
方

定
　
員

20
人
（
先
着
順
）

受
講
料

無
料

申
込
締
切

６
月
30
日
貊

問
合
せ
・
申
込
先

譖
敦
賀
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

蕁
24
・
１
２
５
０

 

 

港都つるが株式会社では、今年
度から実施している敦賀市中心市
街地空き店舗対策事業の一環とし
て、空き店舗への出店者を募集し
ます。

対象業種 小売り、飲食業、
サービス業など　

支援内容
蜷家賃補助
坪単価６千円の助成
（上限額月額12万円）
蜷改装費補助
50万円まで補助

支援期間 契約時から１年間

問合せ・申込先
港都つるが
株式会社

蕁20ー0015
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七
夕
の
き
れ
い
な
星
と
、
今
話
題

の
木
星
を
見
よ
う
！

と
　
き

７
月
29
日
貍

19
時
〜
20
時
30
分

（
受
付
18
時
30
分
〜
）

と
こ
ろ

こ
ど
も
の
国

定
　
員

50
人（
先
着
順
）

※
幼
児
・
小
学
生
は
保
護
者

同
伴
の
こ
と

参
加
費

無
料

申
込
み

７
月
21
日
貊
９
時
〜

電
話
ま
た
は
こ
ど
も
の
国

窓
口
に
て
受
付

※
曇
天
、
雨
天
の
と
き
は
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
で
星
空
の
解
説
を
し

ま
す
。

問
合
せ
・
申
込
先

こ
ど
も
の
国

蕁
25
・
７
８
７
９

毎
月
第
３
日
曜
日
の「
家
庭
の
日
」

に
ち
な
ん
で
、
夏
の
星
座
と
七
夕
物

語
の
無
料
投
映
を
行
い
ま
す
。
み
ん

な
で
夏
の
星
座
を
見
ま
せ
ん
か
！

と
　
き

７
月
16
日
豸

13
時
30
分
〜
・
15
時
30
分
〜

と
こ
ろ

こ
ど
も
の
国

定
　
員

２
１
０
人

※
幼
児
は
保
護
者
同
伴
の
こ
と

参
加
費

無
料

問
合
せ

こ
ど
も
の
国蕁

25
・
７
８
７
９

2006 広報つるが 7月号 182006 広報つるが 7月号

身
長
・
体
重
の

計
測
を
行
う
ほ
か
、

健
康
に
関
す
る
心
配
ご
と
な
ど
に
つ

い
て
、
保
健
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

ま
た
、
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
の
相

談
、
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談
も
行

い
ま
す
。

と
　
き

７
月
11
日
貂
・
25
日
貂

9
時
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時

※
歯
科
相
談
は

７
月
11
日
貂
　
10
時
〜
11
時
30
分

栄
養
相
談
は

７
月
25
日
貂
　
13
時
30
分
〜
15
時

の
み
と
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
母
子

健
康
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

蕁
22
・
0
1
4
7

笹
飾
り
作
り
や
写
真
入
り
カ
レ
ン

ダ
ー
作
り
な
ど
を
楽
し
み
ま
す
。
ま

た
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
、
七

夕
に
ち
な
ん
だ
歌
を
歌
い
ま
す
。

と
　
き

７
月
５
日
貉

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ

東
郷
公
民
館

対
　
象

未
就
園
児
の
親
子

申
込
み

電
話
で
受
付

問
合
せ
・
申
込
先

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

蕁
22
・
０
１
４
７

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど

身
近
な
素
材
を
利
用
し
て
、
水
を
使

っ
て
遊
ぼ
う
！

と
　
き

７
月
26
日
貉

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

対
　
象

未
就
園
児
（
０
〜
１
歳
児
）

の
親
子
30
組

申
込
み

電
話
で
受
付

問
合
せ
・
申
込
先

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

蕁
22
・
０
１
４
７

家
族
で
や
き
も
の
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
？

と
　
き

▼
７
・
９
・
11
月
の
第
２
日
曜
日

▼
８
月
の
第
１
日
曜
日

い
ず
れ
も
10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ
　
こ
ど
も
の
国

定
　
員
　
20
人（
先
着
順
）

※
児
童
を
含
む
家
族
に
限
り
ま
す
。

参
加
料一

人
（
粘
土
５
０
０
ｇ
に
つ
き
）

２
０
０
円

問
合
せ
・
申
込
先
　
こ
ど
も
の
国

蕁
25
・
７
８
７
９

市
内
の
幼
稚
園
に
通
園
す
る
子
ど

も
の
保
護
者
で
、
次
の
方
は
保
育
料

の
一
部
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
方
は
、
通
園
し
て
い

る
幼
稚
園
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

▼
公
立
幼
稚
園

６
月
27
日
貂
ま
で

▼
私
立
幼
稚
園

各
幼
稚
園
に
よ
る

問
合
せ

学
校
教
育
課蕁

22
・
８
１
５
０



強
調
月
間
（
７
月
１
日
〜
31
日
）
に

合
わ
せ
、「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

第
６
回
敦
賀
大
会
」を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
　
き

７
月
８
日
貍
13
時
30
分
〜

と
こ
ろ

あ
い
あ
い
プ
ラ
ザ

問
合
せ

敦
賀
地
区
保
護
司
会
（
西
野
）

蕁
23
・
０
９
２
２

平
成
18
年
度
か
ら
、
敦
賀
市
不
妊

治
療
費
助
成
金
交
付
事
業
が
拡
充
さ

れ
ま
し
た
。
保
険
が
適
用
さ
れ
な
い

不
妊
治
療
に
か
か
る
経
済
的
負
担
を

さ
ら
に
軽
減
す
る
た
め
に
、
次
の
と

お
り
制
度
の
拡
充
を
実
施
し
ま
す
。

※
平
成
18
年
度
の
助
成
金
を
申
請
す

る
場
合
は
、
12
月
27
日
ま
で
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

詳
細
に
つ
い
て
は
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
先

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

蕁
25
・
５
３
１
１
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有
酸
素
運
動
で
い
ら
な
い
脂
肪
を

燃
焼
し
、
さ
ら
に
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
で
体
幹
を
引
き
締
め
ま
せ
ん
か
！

ま
た
、
日
頃
の
疲
れ
を
癒
や
す
リ
ラ

ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
も
行
い
ま
す
。

と
　
き

７
月
８
日
貍
（
１
回
）

13
時
30
分
〜
15
時

と
こ
ろ

粟
野
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

対
　
象

18
歳
以
上
の
男
性
の
方

定
　
員

20
人

参
加
料

５
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

申
込
み

６
月
24
日
貍
９
時
〜

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
窓
口
で

受
付
（
先
着
順
）

問
合
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
総
合
運
動
公
園
内
）

蕁
22
・
８
１
５
５

水
の
中
に
入
る
の
が
初
め
て
の
方

で
も
安
心
し
て
ど
う
ぞ
！
水
中
で
の

バ
ラ
ン
ス
の
と
り
方
、
歩
き
方
、
水

の
動
か
し
方
ま
で
、
ゆ
っ
く
り
、
じ

っ
く
り
進
め
て
い
き
ま
す
。

と
　
き

７
月
25
日
〜
８
月
８
日
の

毎
週
火
曜
日

10
時
〜
11
時
30
分

計
３
回

と
こ
ろ

総
合
運
動
公
園
プ
ー
ル

対
　
象

18
歳
以
上
の
方
30
人

参
加
料

５
０
０
円（
保
険
料
）

※
施
設
使
用
料
（
市
内
一
般

３
０
０
円
）が
別
途
必
要

申
込
み

７
月
11
日
貂
９
時
〜

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
窓
口
で

受
付
（
先
着
順
）

問
合
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
総
合
運
動
公
園
内
）

蕁
22
・
８
１
５
５

第26回敦賀市総合美術展（６月25日 ～
７月2日 プラザ萬象）の開催にあたり、
広く市民の皆さんから作品を募集します。

●応募資格 敦賀市、美浜町、若狭町に在住、
または通勤、通学されている方
（ただし、小・中学生は除く）

●応募作品 日本画、絵画・平面造形、デザイ
ン・版画、彫刻・立体造形、工芸、
書道、写真

●出品料 無料

●審　査 各部門ごとに審査委員が審査を行い
入賞・入選を決定し発表します。

●表　彰 7月2日 市立図書館

●搬　入 6月24日 12時～14時
プラザ萬象にて、出品者が受付を
して搬入

●搬　出 7月2日 16時～17時

問合せ　敦賀市文化協会
蕁 21ー2229

助成限度額 助成期間

年額
30万円

旧

通算2年

新

【H17年度まで】

【H18年度～】

問合せ　スポーツ振興課
蕁 22ー8155

敦賀短大の託児室が利用可能になりました。

□対　象 小学3年生までの子ども（定員5人）
□時　間 月曜～金曜の8：30～17：30
□料　金 350円（市内在住の方）
★スポーツ教室の申し込み時に受け付けます。
※希望される方は印鑑をお持ちください。
（シャチハタは不可）

敦
賀
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
長
寿
」

保
健
師
　
　
高
　
橋

た
か
は
し

友
香
理

ゆ

か

り

先
月
号
か
ら
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
の

健
康
体
操
コ
ラ
ム
と
、
長
寿
福
祉
課
の
健
康

長
寿
コ
ラ
ム
を
隔
月
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
健
康
長
寿
コ
ラ
ム
の
第
１
回
目

で
、
テ
ー
マ
は
「
介
護
予
防
の
基
礎
知
識
」で

す
。
皆
さ
ん
は
「
介
護
予
防
」
と
い
う
言

葉
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

介
護
予
防
と
は
寝
た
き
り
な
ど
介
護
が

必
要
な
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
た
と

え
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
そ
れ
以
上
悪

化
せ
ず
に
、
で
き
る
限
り
元
気
で
生
き
生

き
と
し
た
生
活
を
送
る
取
り
組
み
を
言
い

ま
す
。

こ
れ
は
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
自
分
で

取
り
組
む
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

「
死
亡
の
原
因
」
で
多
い
の
は
、
心
疾

患
や
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
生
活
習
慣
病
で

す
が
「
介
護
が
必
要
と
な
る
原
因
」
で
多

い
の
は
、
高
齢
に
よ
る
衰
弱
や
転
倒
・
骨

折
、
認
知
症
、
関
節
疾
患
で
す
。
こ
れ
ら

の
多
く
は
、
生
活
が
不
活
発
に
な
り
、
心

身
の
機
能
が
低
下
す
る
こ
と
（
生
活
不
活

発
病
）
が
原
因
な
の
で
す
。

“
元
気
で
長
生
き
”を
目
指
す
た
め
に
は

生
活
習
慣
病
に
加
え
て
生
活
不
活
発
病
の

予
防
も
大
切
な
の
で
す
。

　
「
も
う
年
だ
か
ら
し
か
た
が
な
い
…
」

と
あ
き
ら
め
て
い
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

せ
ん
か
？

　
そ
こ
で
あ
き
ら
め
て
し
ま
う
と
ど
ん
ど

ん
生
活
が
不
活
発
に
な
り
、
心
身
の
機
能

の
低
下
が
始
ま
り
ま
す
。
し
か
し
、
い
く

つ
に
な
っ
て
か
ら
で
も
積
極
的
に
心
と
身

体
の
運
動
を
す
る
こ
と
で
、
機
能
低
下
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
、
す
で
に
能
力
が
低
下

し
て
い
る
状
態
で
あ
っ
て
も
、
能
力
を
戻

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
高
齢
に
な
っ
て
も
経
済
や
芸
術
、
ス
ポ

ー
ツ
の
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
人
が
い
る

の
は
“
予
防
で
き
る
”
と
い
う
証
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
生
活
習
慣
病
に
加
え
て
、
生

活
不
活
発
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　
皆
さ
ん
は
「
自
分
は
ま
だ
元
気
だ
か
ら

介
護
予
防
な
ん
て
必
要
な
い
」
と
思
っ
て
い

ま
せ
ん
か
？

　
介
護
予
防
は
元
気
な
う
ち
か
ら
取
り
組

む
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。
で
は
そ
の
た

め
に
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
気
を
つ
け
れ
ば

い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
今
後
の
コ

ラ
ム
で
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
次
回
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
の
健
康

体
操
コ
ラ
ム
で
す
。
お
楽
し
み
に
！

◆
市市
県県
民民
税税
（（
第第
１１
期期
））

納納
期期
限限

６６
月月
3300
日日
貊貊
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６月18日　はぎはら整形外科（木　崎　蕁 20ー0811） 
６月25日　神谷整形外科医院（清水２　蕁 22ー4874） 
７月２日　和 久 野 医 院（和久野　蕁 22ー3080） 
７月９日　いちはし整形外科（櫛　林　蕁 20ー1825） 
７月16日　国立病院機構福井病院（桜ケ丘　蕁 25ー1600） 
７月17日　林 　 病 　 院（木　崎　蕁 22ー0953） 
７月23日　神谷整形外科医院（清水２　蕁 22ー4874） 
７月30日　せきクリニック（御　名　蕁 21ー2000） 
＊いずれも診療時間は９時～12時、13時～17時です。 
　受診の際は必ず健康保険証および内服中の薬がある場合は 
　内服薬または薬剤名を書いた紙等を持参してください。 
＊外科系医は都合により変更する場合がありますので、 
　あらかじめ電話で確認してください。 

 

 

 

休日急患センター　（中央２　蕁 25ー5311） 
　 

市立敦賀病院　　（三島１　蕁 22ー3611） 

 

７月６日(木)・20日(木)

７月12日(水)・26日(水)

７月12日(水)

７月４日(火)

７月26日(水)

７月16日(日)

７月16日(日)

ポー・トン（中央１） 

７月11日(火)・18日(火)・ 
　　25日(火)

毎 日（第１・３土曜日は休み） 

13時30分 
　～15時30分 

10時～14時 

８時30分 
　　～19時 

福祉総合センター 
「あいあいプラザ」 
　（東洋町・ 
　　蕁２２－３１３３） 

毎週火～日曜日 
（第３日曜日は休み） 

毎週月～金曜日 

９時～17時 

８時30分 
　　～15時 

ハートフル・スクール 
（鋳物師町 蕁22－7072） 

蕁２２－８１５１ 
（ハートフル・スクール） 
蕁２２－１４６０ 
（晴明保育園） 

毎週月～金曜日 

13時45分 
　～15時30分 

13時30分 
　～15時30分 

13時30分 
　～15時30分 

10時～14時 

13時～16時 

  

毎週火、木、金、土曜日 
女性相談員が相談を受けます 

男女共同参画課 
（三島２ 蕁23－5411） 

９時～17時 

※ の相談は、国民の祝日・振替休日は休みとなります。 

※ 

※ 

※ 

毎週月～金曜日 ※ 

少年愛護センター 
（東洋町・薔 0120－090523） 

蕁２１－１１５１ 
（子育て総合支援センター） 

毎週月～金曜日 
（土曜日は午前中） 

※ 

※ 

８時30分 
　～17時15分 

 

７月５・12・19・26日 (水)

７月５・19日(水)

７月５・19日(水)

謹んでお悔やみ申し上げます。
４月２６日～５月３１日

（敬称略）
沢　　 瀬　　秀（94） 清水２　桑村　次男（76）

樫　曲　細川　敬子（77） 元　町　伴　　敦子（78）
元　町　井上ハルエ（92） 阿　曽　濱野　忠義（79）

町　秋田登志子（73） 開　町　阿部　初枝（93）
横　浜　寺田小治郎（79） 野　坂　中野　むめ（85）
布田町　田野中　勤（71） 松島町　福地　末七（78）
三島１　山岸　　勇（89） 新　保　岡本　純一（72）
鞠　山　濱本美代子（72） 白銀町　 （78）
本町１　山岸ヨシ子（76） 立　石　山本宗太郎（85）
山　泉　川島ふさえ（86） 桜ケ丘　 （71）
市野々２ 大本　　清（82） 木　崎　立木　一枝（85）
和久野　平田　　諭（35） 三島１　柴田よしゑ（88）
長　沢　田中　君子（89） 三島１　後藤　佳次（82）
呉竹１　 （63） 山　　西川　つき（102）
松葉町　染矢　克己（47） 砂　流　庄司　安雄（86）
松島町　中者　　茂（92） 莇生野　中川　武利（76）
余　座 野村　久子（91） 櫛　川　保花　すみ（86）
手　 山本　　治（71） 中央２ 坂本ハル子（84）

神楽１　唐川　和子（75） 金　山 北村千津子（77）
呉竹１ 廣瀬ささ子（87） 和久野 三ツ田みよ（95）
山　泉 清水さ由利（44） 中央２ 山 （65）
結城町 柴田　早苗（69） 疋　田 板山　耕三（81）
舞崎２ 橋本　久江（81） 松葉町 西尾トヨ子（88）
野　坂 中村　こと（87） 岡山１ 藤井ちよこ（86）
若葉１ 吉田　則雄（42） 舞崎町 磯部　一夫（76）
莇生野 竹内 （83） 衣掛町 加藤　健三（79）
沓　見 笠島百合子（71） 栄新町 坂本　惠一（77）
山　泉 満中美千代（33） 本町２ 李　　東娘（48）
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今
月
の
表
紙

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の
サ
ツ
マ
イ

モ
苗
の
植
え
付
け
が
、
敦
賀
市
老
人
健
康
農

園
（
市
民
福
祉
会
館
前
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
市
内
の
12
保
育
園
か
ら
３
３
０
人

も
の
園
児
が
参
加
し
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
に
教
わ
り
な
が
ら
、
苗
を
１
本

ず
つ
丁
寧
に
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

人口 69,065人（前月比 41人増）男 33,781人 女 35,284人 世帯数 26,891世帯（平成18年5月31日現在）

 
 

▼
６
月
に
入
り
、
だ
ん
だ
ん
暑
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
市
役
所
も
ク

ー
ル
ビ
ズ
を
導
入
し
て
冷
房
の
抑

制
を
し
て
い
ま
す
。
た
だ
毎
朝
、
何
を
着
て

い
く
の
か
考
え
る
時
間
が
増
え
て
し
ま
い
、

貴
重
な
時
間
が
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
も

活
動
的
に
な
る
の
で
、
取
材
に
行
っ
て
も
、

良
い
写
真
が
撮
れ
そ
う
な
気
が
し
ま
す
。
あ

く
ま
で
も
気
だ
け
で
す
が
…
。（
團
）

▼
田
ん
ぼ
の
学
校
の
取
材
に
行
き
ま
し
た
。

歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
田
ん
ぼ
に
入
る
子
ど
も

た
ち
。
泥
ん
こ
に
な
り
な
が
ら
一
生
懸
命
苗

を
植
え
て
い
ま
し
た
。
我
が
家
に
も
田
ん
ぼ

が
あ
り
ま
す
。
田
植
え
時
期
は
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
建
て
、
苗
箱
洗
い
、
肥
や
し
ま
き
・
・
。

田
植
え
以
外
も
仕
事
は
い
っ
ぱ
い
で
す
。
子

ど
も
た
ち
に
は
、
お
米
の
成
長
と
一
緒
に
、

育
つ
ま
で
の
農
家
の
仕
事
も
体
験
し
て
ほ
し

い
な
。（
赤
）

21～23日
きらめき
フェスティバル2006


